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米価の低迷が続くなか、収益性を高めるためには、省力・低コスト化
が重要であり、規模拡大を進める必要があります。しかし、現行の栽培
体系では、機械作業時期が集中し、規模拡大の制限要因の一つとなって
います。そこで、熟期の異なる「ヒノヒカリ」及び「あきまさり」と苗
の種類を組み合わせることで、機械作業時期を分散できる効率的な機械
利用体系を明らかにしました。

熟期の異なる「ヒノヒカリ」と「あきまさり」を組み合わせることで、
慣行（６月下旬移植ヒノヒカリ）の収穫適期期間を約２０日程度拡大で
き、収穫の機械作業が分散されます。

播種を同じ日に行った場合、中苗（３０日苗）に加え、稚苗（２０日
苗）、成苗（４０日苗）を組み合わせることで、移植適期期間が約２０
日間（６月中旬～７月上旬）に拡大するとともに、収量・品質は、苗の
種類にかかわらず、概ね同等になります。

水田苗代で育苗する苗の種類は、稚苗（乾籾180ｇ/稚苗箱）、中苗（乾
籾100ｇ/中苗箱）、成苗（乾籾75ｇ条播/中苗箱）です。
施肥は、LP入り複合200-D45を4kg/aを全量基肥で施用します。

３ 稚苗移植の場合、中苗に比べ草丈が低いため、スクミリンゴガイ生息地
では、被害軽減のため田面の均平や浅水管理等に注意して下さい。

大規模稲作経営モデル
移植期間：17日（＋８日）
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（作付け面積：60ha）

品種 苗種 面積(ha)

稚苗 5.7

中苗 22.9
成苗 8.6

中苗 8.6

成苗 14.3

ヒノヒカリ 中苗（慣行）

作付面積：60ha 1日の作業時間：8時間
機械装備及び処理能力：トラクター50PS＋代掻きハロー3.5m 2台 2.2ha/日・台

田植機（乗用6条） 2台 2.1ha/日・台
コンバイン（自脱型4条） 2台 1.9ha/日・台

・期間中の休日、天候等は考慮していない。 ・作付比率は稚苗移植7日間、中苗慣行移植9日間、成苗移植6日間とした。
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あきまさり

ヒノヒカリ

収穫期間：21日（＋13日）
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作業内訳 作業内訳

移植適期
収穫適期収穫適期：８日移植適期：９日


